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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、1．南インドの主要都市に関するGIS（地理情報システム）インフラ
を整備し、各都市のGISベース・マップを今後の都市研究の基礎的資料として活用できる形にした、2．都市史研
究の推進に必要な各種史料を整備した、3．旧マドラス管区全域の1871年国勢調査の村別統計をデジタル化し、
それらをGISに統合した、4．インドで登記された約12万の株式会社や銀行関係の情報をデジタル化して分析し、
都市形成の地域的特徴を明らかにした、5．マドラスの内外交易統計を処理し、域内外の経済関連を解明した、
6．院生を含む若手研究者を育成すると共に、研究成果を内外に発信した等である。

研究成果の概要（英文）：Some of the results of the research project were (1) to prepare the GIS 
infrastructure for the study of historical formation of Indian towns, (2) to collect colonial 
documents related to the topics, (3) to digitize and geo-reference all the villages located in the 
Madras Presidency from the village statistics in the 1871 Census and integrate the information with 
GIS base maps, (4) to digitize records on all the joint stock companies and banks in India and to 
clarify regional characteristics of town formation, (5) to digitize and analyze the role of Madras 
in its domestic/international trade in the 19th century, and (6) to bring up younger generation of 
scholars in the field and to publicize the results of the research project in Japan and abroad.

研究分野：歴史学、グローバル・ヒストリー、南アジア研究
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究は、申請者が平成26年3月まで5年間

にわたって研究代表者として遂行してきた

「インド農村の長期変動の研究」（基盤研究S）

の成果と、そこから浮かび上がってきた都市

の歴史的形成過程の重要性への認識から、新

たな課題として植民地期のインド都市研究に

正面から取り組み、激変しつつあるインドの

都市問題への歴史的理解を格段に進めようと

して計画した。申請者は、上記研究で、イン

ド農村部に関する世界で最先端のGIS（地理情

報システム）インフラを構築した。しかし、

同研究は必ずしも都市部を対象としなかった

ために、都市部に関する整備は部分的にしか

行い得なかった。そのため、本研究では、GIS

インフラに関する欠落部分を整備し、さらに、

植民地都市と地方都市に関する18世紀以来の

成長過程の実証的な事例研究を織り込み、イ

ンド都市史研究における先端的な研究を世界

の研究者に示そうとした。 
 
２．研究の目的 
本研究は、都市史研究の基盤となる地図、

統計類、政府文書などを GISと関連させて整

備し、幾つかの都市に関する事例研究を折り

込み、インド都市史研究のモデルを提示する

ことにあった。 
 
３．研究の方法 
（1）本研究では、GISをベースとして進める

という方針の下に、地図や統計類、各種文書

資料の収集と情報の GISへの統合を進めた。 

地図に関して、インドに関する都市図は、

古い時期のものを、インド国立文書館、英国

図書館地図部門、シカゴ大学図書館から入手

した。また、対象都市に関する各種資料に地

図がある場合は、それらを取り出し、いずれ

もデジタル化と緯度経度情報を加えたGISベ

ース・マップ化を進めた。現在の都市に関す

るものは、インドの GIS関連会社から可能な

限り入手した。GISベース・マップには、行

政地区、主要施設、土地利用区分を基本的な

要素としてもたせることとした。 

（2）都市史研究は、都市だけを切り離して

分析すべきではなく、農村との関係の中で分

析していく必要がある。史料的に見て最も網

羅的な地名と各種統計を備えているのは

1871年国勢調査の村落統計であるが、そこに

記されている情報を都市研究と結合するた

めには、村落統計に出てくる全ての村名を正

確に地図上に表示できるシステムが必要と

なる。この目的のために、これまで構築して

きたウェッブ上の地名検索システム India 

Place Finderに、本研究で入手した都市関係の

空間情報を加えた。さらに、それを利用して、

南インド全県全村の 1871年時点の村落統計

情報を GIS化する作業を行った。 

（3）地図関係の作業に加えて、18世紀後半

から 19世紀前半にかけての植民地関係史料

を中心に、都市内部の社会関係に関する各種

文書史料の入手、入力、分析、GISベース・

マップへの統合を進めた。植民地関係の史料

は、英国図書館で写真撮影を集中して行い、

関連する大量の記録類を入手して分析を進

めた。加えて、18世紀の各種村落史料の GIS

への統合作業を行った。 

（4）事例研究として主に取り上げたのは、そ

れぞれ植民地都市、宗教都市、工業都市の典

型例となるマドラス、カーンチープラム、コ

インバトゥール３都市であったが、加えて、

八幡と並ぶアジアを代表する鉄鋼都市ジャム

シェドプール、インドの代表的商業都市ムン

バイ、および、18世紀からの史料に恵まれる

プネーも、研究協力者と連携して取り上げた。

それぞれの都市に関し、誕生以来、でなけれ

ば可能な限り古い時期からの形成史を関連史

料から導き、それぞれが果たしてきた機能を

インド社会の史的変化の中に位置づけるよう

に努め、その分析結果から、それらの都市を



アジアの都市形成のモデルとし、アジアの都

市形成とグローバル・ヒストリーとの連結を

図ろうとした。 
 
４．研究成果 
（1）本研究の目的の一つは、インドを対象と

するGISインフラをインドの都市部まで拡大

して整備することであった。この目的に沿っ

て、次の諸都市のGISベース・マップを整備し

た（ABC順）。 

Bangalore, Belgaum, Coimbatore, Davangaree, 

Guntur, Hubli Dharward, Hyderabad, 

Jamshedhpur, Kanchipuram, Kozhikode, Kochi, 

Madras (Chennai), Madurai, Mangalore, Mumbai, 

Mysore, Nellore, Pondicherry, Pune, Surat, 

Tiruchirapalli, Vijayawada, Visakapatnam 

これにより、南インドの主要都市のGISベー

ス・マップが整備された。なお、各都市のGIS

ベース・マップの内容の例をコインバトール

の土地利用と行政区画の例で図１と図２に示

す。これらの都市ベース・マップは、東京大

学アジア図書館、人間文化研究機構現代南ア

ジア研究東京大学拠点に配備され、今後のイ

ンド都市研究の基礎的資料として活用される

ことになった。 

 

図1 Coimbatore 土地利用図（部分） 

 

 

図2 Coimbatore 行政区画図（部分） 

 

（2）インドの都市史研究の推進には、各種文

書、統計類を整備する必要があった。そのた

め、まず英国図書館で18世紀以来のマドラス

税務局報告を中心とした史料調査を行い、総

計数千枚にわたる写真撮影を行い、印刷・整

理した。また、同図書館から、大量の報告類

をデジタル化したものを入手した。それらを

もとに、事例とするマドラスに関しては、同

地の各種地図、国勢調査報告などを元に19世

紀以来の基本GISベース・マップを数種作成し、

統計とリンクさせ、コインバトゥールに関し

ては、南インドの製造業の発展と同地の企業

活動に関する情報をGISに結びつけると共に、

同地での資料調査で発掘した1920-30年代の

大量の日記類をデジタル化し、ウェッブ上へ

の掲載処理を進めた。 

（3）各都市の特徴は、都市・農村関係の中で

解明されねばならない。そのため、1871年国

勢調査の村別統計を旧マドラス管区全村に関

してデジタル入力し、それらをGISベース・マ

ップに統合した。それにより、たとえば、新



興工業都市コインバトールでの工場制綿業の

展開が、図３に示されるように、綿業カース

トの農村部での広汎な存在を前提として展開

したことも明らかとなった。 

 

図3 Coimbatore県での綿業カーストの分布

（1871年） 

（4）収集した大量の史料の内、特に注目した

のは、インドで登記された延べ約12万の株式

会社の情報を1906年から1952年に渡って収め

たList of Joint Stock Companiesであった。この

史料には、会社の所在地が管区/藩王国、州/

県、都市名、地区名、通り名、番地、さらに

は建物名まで記載されている。これに、カル

カッタ、ボンベイ、マドラスなどの各都市に

所在する商業会議所、銀行、貿易商社、商人、

各種専門職に関する詳細情報が記されている

Thacker’s Indian Directoryや、銀行・金融会社

について資本金、準備金、預金、現金勘定、

本・支店所在地を記載したStatistical Tables 

relating to Banks in Indiaなどからの情報を加

えることにより、GISを用いた格好のインド都

市史研究が可能となった。それにより、たと

えば南インドでの株式会社の分布を示す図4

と、西インドでの分布を示す図5を比較すると、

西インドでは圧倒的にボンベイに会社が集中

しているのに対し、南インドでは多くの都市

に分散している事実や、大恐慌を経ても、イ

ンドでは極めて活発な経済活動が展開されて

いた事実など、インドの都市発展の地域的・

時期的特徴が一目瞭然となった。 

 

 
図4 南インドでの株式会社の分布（1925，

1936） 

 

図5 西インドでの株式会社の分布（1925，

1936） 

 

（5）事例研究としてとりあげた幾つかの都市

のうち、マドラスは内外交易の拠点としても

大きな役割を果たしてきた。本研究では、19

世紀初頭から世紀半ばにかけてのReports on 

External and Internal Commerce of Madrasをは

じめとする交易関係史料を大量に入手し、そ

の一部の入力とGIS分析を進めた。たとえば、

図6と図7は、マドラスのマドラス管区内交易

について1840～41年度の部分を図示したもの

である。それにより、マドラスと南インド諸

都市との経済関係が解明されることになった。 

 

 
図6 マドラスの主要品目別域内交易（1840



－41） 

 

図7 マドラスの管区内交易（1840－41） 

 

（6）本研究では、院生を含む若手研究者を研

究協力者に入れて育成すると共に、研究参加

者による研究成果の海外発信にも力を注いだ。

研究代表者と研究協力者は、オランダの国際

社会史研究所、シンガポールのアジア世界史

会議、京都の国際経済史学会、デリーのイン

ド歴史協議会、マニラ・中国・台湾で開催さ

れたANGIS（アジア歴史地理情報ネットワー

ク）国際会議、ジャワハルラルネルー大学な

どの海外の学会・研究機関での報告や講演、

および海外研究者を招いての日本での学会・

研究会などで積極的な成果発信を行った。 
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